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沿岸親潮における動物プランクトン群集の特徴＊

山口篤*＊・三輪喜之*＊・井上勝夫*＊・松本稔範*＊・志賀直信*＊

CharacteristicsofZooplanktonCommunitymtheCoastalOyashioWater

AtsushiYamaguchi，YoshiyukiMiwa，Katsuolnoue，ToshikaneMatsumoto

andNaonobuShiga

北海道南東岸における沿岸親潮の動物プランクトン群集の特徴を明らかにするために，季節的，鉛直的および水平的な

ネット採集試料の解析を行った．沿岸親潮の流入は２月～４月に見られ，これは当海域のバイオマスピーク（６月）の前

であった沿岸親潮と親潮接岸分枝ともに最優占分類群はかいあし類で，沿岸親潮中では小型冷水性かいあし類の

PsezJ`OcaIa""ｓ〃ezU771n"iやAca7finIofTgi7c刀zisが優占していた．水平的に動物プランクトン個体数とバイオマスはともに水

温と正の相関があり，低水温の沿岸親潮中では低かった．これはバイオマスを左右する大型かいあし類の発育段階組成が

沿岸親潮では休眠中の後期発育段階のみであったためであった．沿岸親潮の動物プランクトン群集のバイオマエが親潮接

岸分枝よりも低い要因として，小型かいあし類が優占することや低温な環境下で成長が遅いこと，および珪藻類ブルーム

によるかいあし類の再生産効率の低下が影響していると考えられる．

CharacteristicsofmesozooplanktoncommunityintheCoastalOyashioWater（COW）wereanalyzedbasedonzooplankton

samplescollectedusing０．３３mmmeshnetsoffthesoutheastemcoastofHokkaido･ＩｎｔｒｕｓｉｏｎｏｆｔｈｅＣＯＷｗａｓｏｂｓｅｒｖｅｄｉｎ

February-Aprilandthatwasearlierthanthepeakperiodofzooplanktonbiomass（419ｍｇＷＭｍ－３：0-150ｍ）ｉｎJune（annual

mean：l76mgWMm-3)．Copepodswerethemostdommanttaxa(89±4％inabundanceand71±11％inbiomass)throughout

thestudyregion、Numerically,smallcopepods（Psezlm0caIn""ｓ〃ezD加矼"ｉａｎｄＡｃａ７ｔｉａｌ０"gi7el〃ｉｓ）predominatedintheCOW，

whereasla工gecopepodsG形0Ｃａ！(z"lJssp】,､andＥ"c"I""zJsbzL"gii）didintheoceanicOyashiowater・Zooplanktonabundanceand

biomassintheCOWwerelowerthantheadjacentoceanicOyashiowater，ＬｏｗｂｉｏｍａｓｓｉｎｔｈｅＣＯＷｗａｓｃａｕｓｅｄｂｙｔhe

dominanceofsmall-sizedcopepodsandalsobythepredominanceofｏｎｌｙｌａｔｅｃｏｐｅｐｏｄｉｄｓｔａｇｅｉｎｔｈｅＣＯＷｉｎｔｈestage

compositionoflarge-sizedoceanlccopepodBbzL"gii，thatwasdistinctfromthatmtheoceanicOyashiowater，ｉ・emorelate

copepodidstage，andpredominanceofearlyandmiddlecopepodidstages・SlowergrowthrateofzooplanktonintheCOWdueto

lowwatertemperatureandnegativeeffectsofdiatomsonreproductivesuccessofcopepodswasconsideredasapossiblecausefor

thelowzooplanktonbioｍａｓｓｉｎｔｈｅＣＯＷ．

キーワード：沿岸親潮，動物プランクトン，かいあし類

はじめに 50,Ｎ，144.50'Ｅ；水深95ｍ）は沿岸親潮の影響を受け

る定点で，その特徴として春季の低温，高栄養塩，高ク

ロロフィルがあげられている（SaitoBt“19983))．動

物プランクトンについては，沖合（親潮接岸分枝）では

５月もしくは６月にバイオマスの極大があるのに対し

て，最も岸寄りのＡ－ｌでは７月に極大があり，外洋に

比べて１～２ケ月ほど極大時期が遅いことが知られてい

る（Kasaiet”L,２００１４１)．

動物プランクトンの群集構造については北海道南西部

の噴火湾（西浜ほか，19755)）や襟裳岬以西海域(鈴内・

渡辺，19826)）および広尾沿岸（関・清水，19977)）に

おいて報告されているが，沿岸親潮の動物プランクトン

群集に焦点をしぼった研究はなく，沿岸親潮はどのよう

なプランクトン群集によって特徴づけられる水塊なの

か，隣接する親潮接岸分枝における群集構造と同じなの

1．

北海道南東部の沿岸域では親潮の勢力がもっとも強く

なる晩冬から春季にかけて沿岸親潮と呼ばれるきわめて

低温・低塩分な水塊が存在する（村上，19841))．沿岸

親潮（＝親潮沿岸水）はその特徴から，オホーツク海の

流氷融氷水や河川水が起源であるとされている（大

谷，19712))．北海道南東海域の動植物プランクトンの

季節変化については北海道区水産研究所のA-lineにお

いて詳細に報告されている（Saitoet’1,19983)；Kasai

efqL,20014))．A-lineのうち,最も沿岸寄りのＡ－１(42°
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か異なるのかは不明である．本研究は沿岸親潮の動物プ

ランクトン群集について解析し，その群集構造が隣接す

る親潮接岸分枝と異なるのか否かを明らかにすることを

目的としたＪまた，その群集構造の違いをもたらす要因

について考察を加えた．

ｍ鉛直曳き試料（水深150ｍ以浅の定点では海底直上か

ら表面までの鉛直曳き試料）で，採集は北海道立釧路水

産試験場調査船北辰九によって行われた（Figla)．得

られた試料は船上で直ちに中性ホルマリンを最終濃度が

10％になるように添加し固定した後，陸上実験室で湿重

量（ウェットマス：ＷＭ）を測定した．

鉛直分布の試料は1988年４月１日～10日に襟裳岬沖沿

岸から沖合にかけての５定点において，目合い033ｍｍ

のＭＴＤネットを約20分間の水平同時多層曳きすること

によって得た．採集は全て昼間に行い，採集層は０ｍ

から最深500ｍまでの７層から13層で，北海道大学水産

学部練習船北星丸によって行われた（Figla)．得られ

た試料は船上で直ちに中性ホルマリンを最終濃度が５％

になるように添加し固定した後，陸上実験室で洞重量を

測定した．その後，実体顕微鏡下で各分類群毎にソート

を行い，かいあし類については種査定を行った．

水平分布の試料は1995年５月19日～29日に襟裳岬から

落石岬にかけての46定点において，目合い0.33ｍｍの

80ｃｍリングネットによる0-150ｍ鉛直曳き試料（水

深150ｍ以浅の定点では海底直上から表面までの鉛直曳

き試料）で，採集は北海道区水産研究所調査船北光丸に

よる「日韓共同資源調査」の一環として行われた（Fig
lb)．得られた試料は船上で直ちに中性ホルマリンを最

終濃度が５％になるように添加し固定した後，陸上実験

室で各分類群毎にソートした後に洞重量を測定したま

た，優占分類群であったかいあし類については種と発育

段階の査定を行った．

大谷（1971)2)による道東，道南噴火湾周辺，津軽海

峡出口にかけての親潮沿岸水の指標（水温く２℃，塩分

く33.0%｡)は沿岸親潮の良い指標である(村上，198411)．

採集と同時に測定された水温と塩分（鉛直曳き試料では

ネット採集層の積算平均水温と積算平均塩分）より，上

記基準を用いて沿岸親潮を同定し，その動物プランクト

ン群集構造の特徴を解析した．また本論文では沿岸親潮

以外の水塊は親潮接岸分枝と呼称した．

2．方法

本研究では北海道南東岸において採集された３種類の

ネット動物プランクトン試料を用いて，動物プランクト

ン群集の季節的，鉛直的および水平的な変動について解

析を行った．

季節的な試料は1980年12月～1982年４月に約２ヶ月間

隔で，釧路沖沿岸から沖合までの10定点において採集さ

れた，目合い0.33ｍｍのNORPACネットによる０－１５０
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3．結果

3.1季節変化

1980年12月～1982年４月における釧路沖の動物プラン

クトンバイオマスの年平均±標準偏差は176±ｌ５３ｍｇ
ＷＭｍ~3であった（Ｆｉｇ２）釧路沖に沿岸親潮は２月～

４月に流入していた．1982年の２月と４月には沿岸は沿

岸親潮，沖合は親潮接岸分枝によって占められていた

が，両海域のバイオマスの差は顕著でなかった．釧路沖

の動物プランクトンバイオマスには有意な季節変動が見

られ（Ｐ＜０．００１，one-wayANOVA)，特に６月のパイ

3０，

41°

142。１４３゜１４４゜１４５。１４６゜Ｅ

Fig.１SamplinglocationsoffsoutheastemHokkaido、Seasonal

zooplanktonsamp1ingwasconductedattenstations(solidcircles）

duringDecemberl980-Aprill982andverticmLdistributionswere

observedatfivestatlons（solidtriangles）ｉｎＡｐｒｉｌｌ９８８（｡）

Horizontalsamplingwascalriedoutat46stations（opencircles）

ｉｎＭａｙｌ９９５(b)．

－２４－
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Fig.２Seasonalchangeslnzooplanktonbiomassoffsoutheastern

HokkaidoduringDecemberl980-Aprill982．Ｓolidcirclesmean

thestationswheretheCoastalOyashioWaterexisted（identified

fromtemperatureandsalinity)．Horizontalbrokenlinesmdicate

meanvaluesofeachsamplingduration．

Biomass(一○一:ｍｇＷＭｍ－３）

Fig.３Verticaldistributionsoftemperatureandsalinity（upper

panels)，chlorophylla（middlepanels）andabundanceand

biomassofzooplankton（lowerpanels）atfivestatlonsoff

southeastemHokkaidoinAprill988・Chlorophyllnwasslze

fractionatｅｄｍｔｏ：＜ｌ０１ＪＬｍ，10-40ＩＬｍａｎｄ＞401｣ｍ、Depths

occupiedbytheCoastalOyashioWaterwereshownwithshaded

boxesintheupperpanels．

オマス（平均±標準偏差：419±ｌ４５ｍｇＷＭｍ~3）は他

の月よりも高いことが分かった（ｐ＜０００１，Fisher，s

PLSD)．沿岸親潮の見られた２月～４月は徐々に動物プ

ランクトンバイオマスが増えていく時期に相当し，年平

均とほぼ同じ程度（fb8±ｌ４１ｍｇＷＭｍ－３）のバイオマ
スであることがわかった．

3.2鉛直分布

鉛直分布の観察を行った1988年４月１日～10日には水

温く２℃，塩分く33%･の沿岸親潮は沿岸側定点の全層

を，沖合では水塊の比重が軽いので，表面30ｍ以浅の

浅い層に広がっていた（Ｆｉｇ３）．沿岸側の２つの定点

では401｣ｍより大きなサイズの植物プランクトンのブル

ームが起こっていた．沖合側の定点でもｌｍｇｍ－３以上

の高いクロロフィルα濃度が観察され，調査を行った

時期はちょうど春季ブルーム期に相当していたと考えら

れる．動物プランクトンの出現個体数は沿岸側の定点で

最も高く（最大密度は10ｍ層の2,968indam~3)，各定

点における個体数の分布極大も沖合いの定点ほど低かっ

た（最も沖合の定点の分布極大は30ｍ層の362inds

m-3)．バイオマスは逆に沿岸よりの定点で低く（最も沿

岸よりの定点のバイオマスピークは40ｍの286ｍｇＷＭ

ｍ－３)，沖合で高い傾向が見られた（沖合のStHO88081

のバイオマスピークは30ｍの817ｍｇＷＭｍ－３)．出現個

－２５－

識 iii】

随 lffL

iijJJ

雰

８４

鑿
8３

藍
i8z



山口篇・三輪喜之・井上勝夫・松本稔範・志賀直信

Compositiontototalcopepodcommunity(％）
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Fig4PelcentagecompositionofeachcopepodspeclestototalcopepodcｏｍｍｕｎｌｔｙａｔｅａｃｈｓａｍｐＩｉｎｇｄｅｐｔｈａｔｆive
stationsoffsoutheastemHokkaidoinAprill988・Notethatallthesamplingswereconductedatdaytime．

TablelAbundance（individualsm-3）ofcalanoidcopepodsinthetwowa[er

masses（CoastalandlstBranchofOyashio）atfIvestationsoff

southeastemHokkaidoinAprill988Basedonthetotallength,copepods
aredividedintofIvesizeclasses-Valuesaremean±１standarddeviation，

andtheirpcrcentagecompositionstototalcopepodcommuni[yareshown

intheparentheses・Diffbrencesbetweenthewatermassweretestedby

Mann-WhitneyU-test．＊＊：Ｐ＜0.05,＊＊：Ｐ＜0.01,＊*＊：γ＜０．００１，
，ｓ：ｎｏｔsignificant．

体数の多かった最も沿岸よりの定点ではバイオマスは低

く，この定点では－個体あたりのバイオマスが小さい小

型種が優占していたことが分かる

どの定点でも水柱積算出現個体数の95％以上を占め

て，動物プランクトン中で卓越した，かいあし類の各深

度における種組成をＦｉｇ４に示す．沿岸親潮が存在した

水深50ｍ以浅に注目すると，PsezLclocLzla""s7zezo,"Lmiが

優占していることが分かる．同属のn77Zi"ZZfZLSはＥ

"BzD腕“iよりも分布深度が深かった．また，もっとも

沿岸寄りの定点の０ｍ層では沿岸性のAcLz7fi2Io7Zgi7e腕ｉｓ
が99％を占めて，圧倒的に卓越していた．また，沿岸寄

りの２定点ではＣ"1m""ｓｐｍｃ坂c"sの占有率が低いことが

分かる.沿岸親潮中で卓越するＰ.〃eZDmn7Zi,Ｐ､77Zi7ZZLfLLS，

ＡＩＯ"gi7emiSはいずれも成体で１ｍｍ程度の小型かいあ

し類で，沿岸親潮は小型かいあし類が優占する水塊であ

るといえる．

氷塊によって群集のサイズ組成に差があることが示唆

されたので，出現かいあし類の全長を測定し，５つのサ

Sizeclass(､､）CoastalOyashio1stBranchofOyashioU-test
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沿岸親潮における動物プランクトン群集の特徴

＞、

イズクラス（全長が1.5ｍｍ以下，1.5-2.5ｍｍ，2.5-

3.5ｍｍ，3.5-4.5ｍｍおよび4.5ｍｍ以上）に分けて，
その出現個体数を水塊間で比較を行った（Tableｌ)．サ

イズクラス2.5ｍｍ以下の出現個体数は沿岸親潮で有意

に高く，特に1.5ｍｍ以下の出現個体数密度は親潮接岸
分枝に比べ，沿岸親潮で約10倍も多いことが分かる（Ｐ
＜0.001,Mann-WhitneyU-test)．また，全長4.5ｍｍ以
上のかいあし類は逆に親潮接岸分枝で多いことが分かっ

た．各サイズクラスの全かいあし類群集に占める割合に

も水塊間で差が見られ，沿岸親潮では1.5ｍｍ以下のサ

イズクラスが60％と最優占していたのに対し，親潮接岸

分枝では大型のかいあし類の占有率も高いことが分かっ

た（Tableｌ)．

３．３水平分布

水平分布を観察した1995年５月19日～29日において，

動物プランクトンの出現個体数の平均±標準偏差は153

±93individuals、~3であった（Fig5b)．出現個体数の

水平分布は東の落石岬側が低く，西の襟裳岬にかけて緩

やかに増加する傾向が観察された．この変動はネット採

集層の積算平均水温の水平分布に関連したものであり，

出現個体数は水温と正の相関関係が見られた（p＜0.05,

Fig.６)．全動物プランクトンに占める各動物分類群の
組成には水平的な差は見られず，かいあし類が全調査水

域で89±４％を占めて卓越し，樋の分類群はやむし類が

７±４％を占めていた(Fig5c)．全調査水域を通して，

動物プランクトンのバイオマスの平均±標準偏差は313

±ｌ７５ｍｇＷＭｍ~3であった（Fig5d)．バイオマスも低
水温が卓越していた落石岬側では低かった．一方，比較

的高水温な襟裳岬側ではその変動は水温に同調してお

り，出現個体数と同様に水温と正の相関関係がみられ(ｐ
＜０．０００１)，回帰式の寄与率は44％であった（Ｆｉｇ６)．
バイオマスに占める各分類群の組成はかいあし類が卓越

したものの，その占有率は71±11％であり，出現個体数

で表した占有率よりも低くなっていた．その分，やむし

類，くらげ類がそれぞれ16±７％と８±５％を占めてお

り，これは－個体あたりのバイオマスがやむし類やくら

げ類は大きいことの反映であると考えられた．

バイオマスを左右する，大型かいあし類（ELJcakmLls

b"7Tgii,ＮＢＣＣ"1厘"zJsplz”ch7LzsおよびＮ・c7ismfzJs）の発
育段階組成をネット採集層の積算平均水温が２℃以下の

海域（沿岸親潮）と２℃以上の海域（親潮接岸分枝）に

分けて解析したところ，いずれの種も水温２℃以上の海

域で出現個体数が多く，特にその傾向はHDZ`"giiにお

いて顕著であった（Ｆｉｇ７)．Ｅ”"giiは発育段階組成

にも大きな海域差が見られ,２℃以下の海域では雌成体

（Ｃ６Ｆ）が多かったのに対し,２℃以上の海域ではＣ３

ど
こ
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Fig.５Horizontaldistributionoftemperatureandsalinity（a)，
zooplanktonabundance（b),percentagecompositionoftaxam
abundance（c),zooplanktonbiomass（｡）andtheirtaxonomlc

composition（e）at46stationsoffsoutheasternHokkaidoinMay
l995・Shadedaream（a)indicatescharacteristicsoftheCoastal

OyashioWater（＜2℃，＜３３ＰＳＵ)．Horizontalbrokenlinesin
（b)ａｎｄ(d)showthemeallvalues．

を中心とする初期発育段階が加わっており，個体数とバ

イオマスが高くなっていることが分かった．
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Fig.６Relationshipsbetweenintegratedmeantemperatureand
zooplanktonabundance(upper)ａｎｄｂｉｏｍａｓｓ（lowerpanel）at46
stationsoffsoutheasternHokkaidoinMayl995、Lincar

relationshipswereobservedbetweenbothabundance/biomass（Ｙ）
andintegratedmeantemperature(Ｘ)，andtheirregressionswere
supenmposedinthepanels．
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Copepodidstage

Fig､７AbundanceofeachcopepodidstageofEzJcaIn7zzlsDzJ7Zgii
（upper),１VどocaIzz"zJspIzL加c/２７"ｓ(middle)ａｎｄＮ・c7isfafzLs(lower）
offsoutheastemHokkaidoinMayl995．Abundanceswere
summarizedwithinreglonswheretheintegratedmean
temperatureat＜l５０ｍｗａｓｌｏｗｅｒ（leftpanels）ｏｒｈｉｇｈｅｒ（right
panels）ｔｈａｎ２℃・Histogramsandverticalbarsindicatemeans
andlstandarddeviation，respectively、Meanabundanceof
copepods（individualsm-3）ｉｎｅａｃｈｒｅｇｉｏｎａｒｅｓｈｏｗｎｉｎｔｈｅ
ｐａｒｅｎtheses．

４．考察

沿岸親潮と親潮接岸分枝の動物プランクトン群集の特
徴をTable2にまとめた沿岸親潮は小型かいあし類の
PsBzJH0cLZIcz"zzS〃e印加a7zi，Ｐ、７７Zi""fzzSおよびＡＣαγfizz

I0噂γ２，"ｉｓが卓越するが，親潮接岸分枝は大型かいあし
類のQzhz"ｚｚｓｐａｃ城c哩s’１Vど･c"ＪａｊｍｓｐＩｚｆ刀zch7z`sおよび
EzLcaI""zzsbzL"giiによって特徴づけられる．北海道南東
および南西岸におけるこれらの種の生活史は平川
（'9768)’19799)),山口志賀(1997)'0)，Kobariandmeda
（2001)u)によって報告されている．沿岸親潮ではバイ
オマスを左右する大型かいあし類の発育段階組成も初期
発育段階が少ないために，出現個体数とバイオマスはと
もに隣接する親潮接岸分枝より低いことが特徴である

なぜ沿岸親潮では大型かいあし類の初期発育段階が少な
いのか，以下考察してみたい．

まず，大型かいあし類は生活史の中で深層で休眠期を
持つため（Millerｅ“L,198412))，沿岸域では正常な生
活史を行うことができないことが考えられる．しかし，

－２８－



沿岸親潮における動物プランクトン群集の特徴

Table2CharacteristicsofzooplanktoncommunitiesintheCoastalOyashioandlstBranchofOyashio、
Abundanceandbiomassvalues(mean±１standarddeviation)wcrecalculatedbasedonthedataofvertical
net(O33mmmesh)towfroml50mtosurfaceoffsoutheastemHokkaidoduringl9-29Mayl995．＊＊：Ｐ
＜０．０１，Mann-WhimeyU-test．

認

CoastalOyashio lstBranchofOyashio

largecopepodssmallcopepods
(mainly＜1.5ｍｍ）

DomiTIanttaxa

Can、"spac抗c"s
ZVEOcaltm"Ｓｐｍ腕ｃｈｍｓ
ＥｚＪｃａｈ"ｚｚｓ６""gｊｉ

鰹,e"`ocdmz〃“〃ｅＷ腕α"j

PiFemocah"“加加”"ｓ
Ｃ

４ｃａＦ`"〃ん"gかe”ｓ

Dominantspecies

highabundance
composedofearlyand
latecopepodidstages

lowabundance

composedofonlylate
copepodidstage

Abundanceandstage

compositionoflarge
copepods

Abundance(inds.ｍ-3）

Biomass(ｍｇＷＭｍ－３）

high：１８５±９８大士

high：382±１９６火夫

low：１１１±７４

ｌｏｗ：２２３±８４

育段階組成に海域差がなかったのは，両種が水深250ｍ

以深で再生産を行うためＭｉｌｌｅｒｅｆ〃L,1984121)，表層海

洋環境の影響がより小さいことが考えられる沿岸親潮

の流入する２月～４月は当海域の植物プランクトンの春

季ブルーム期に相当するため（Ｆｉｇ３を参照)，EbLL7zgii

の成長・再生産は餌制限を受けておらず，水温によって

規制されていると考えられる（ただし，珪藻類による再

生産成功率の低下については次の段落を参照)．一般に

かいあし類の成長・再生産は低水温で遅くなる

（Mauchline，1998M)参照)．沿岸親潮は低温なため，E

bzL"giiの成長・再生産も遅いことが予想される．E

bzJ7zgiiの発育段階組成が沿岸親潮は雌成体のみであった
のに対し，親潮接岸分枝ではこれに加えて初期発育段階

が多かった要因として沿岸親潮の低水温による発育の遅

延が考えられる．

また近年，珪藻類の専食はかいあし類の卵生産速度，

あるいは産卵された卵孵化率の急速な低下をひきおこす

ことが明らかになりつつあり（伴，199915))，北海道南

西部の噴火湾においても春季ブルーム期に小型かいあし

類PSC“0ｃａｌα"ZJS〃BZD77ZCZ7Ziの野外個体群では卵孵化率が

15-80％と低く，奇形ノープリウス発生率は20-40％に

もなることが現場実験により報告されている(BanemL，

20001`))．Ｐ”eZom“iは本研究においても沿岸親潮域に

最優占するかいあし類である．沿岸親潮は大型の珪藻類

による春季ブルームによって特徴づけられるため（細胞

大型かいあし類のうち，NcocaIa"LLS属２種については出

現個体数と発育段階組成ともに沿岸親潮と親潮接岸分枝

間の差は小さく，親潮の勢力が最も強くなるこの時期に

おいて，水深は大型かいあし類の分布を制限する要因と

はなっていないようである．現に平川（1984)131は水深

100ｍ以浅の噴火湾においてＮ・PlzL77zc｝zγ"ｓは季節的に

出現する優占かいあし類であることを報告しており，そ

の年間平均出現個体数（3,O54indam-2：０－９０ｍ）も

釧路沖外洋域の報告のそれ（7,093indsm~2：0-2,000

ｍ,Kobariandlkeda，2001111）と大差はなく，水深から

は上記発育段階組成の海域差は説明できない．

今回，大型かいあし類の発育段階組成で顕著な海域差

が見られたEzJczzla"zLsbLz"giiは生活史において水深200
ｍ以深で休眠期を持つが，休眠からさめた雌成体は上

昇し，春季ブルーム期に表層で再生産を行うことが東部

北太平洋亜寒帯域で報告されている（ＭｉｌｌｅｒｅｆｍＬ，

198412))．西部北太平洋亜寒帯域においても平川(1976)８１

は噴火湾（水深は100ｍ以浅）の春季に体内に受精卵を

もつ雌成体が出現することから，Ebzmgiiは湾内で再

生産を行い，主要個体群は４月～６月にノープリウス

期，８月～10月の間にＣ５にまで発育，成長することを

述べている．EbzL7Tgiiは表層で再生産を行うので，本
種の発育段階組成の海域差は表層の海洋環境の差を反映

していると考えることができる他の大型かいあし類の

1Vと0ｃａｌα"zfsplLLmc｝z7zLsとＮ､c7istatzIsの出現個体数と発
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サイズ401｣ｍ以上が卓越，Fig.３参照)，かいあし類の再

生産効率（卵孵化率やノープリウス生残率）は低いこと

も予想される

かいあし類は沿岸親潮，親潮接岸分枝ともにこの海域

の動物プランクトン群集を特徴づける最優占分類群であ

り（Figa5qe)，この分類群の成長・再生産効率の低下

は動物プランクトン個体数およびバイオマスの低下をも

たらすと考えられるつまり，沿岸親潮は低水温による

成長・再生産の遅延と珪藻ブルームによる再生産効率の

低下という，かいあし類にとって二重のマイナス要因が

あるため，同じ時期の親潮接岸分枝に比べてもバイオマ

スは低く，またバイオマス極大の時期も遅くなると予想

される．北海道区水産研究所のA-1meのうち，最も沿

岸よりのＡ－ｌは沿岸親潮の影響を受ける定点であり，

動物プランクトンバイオマスは他の海域（親潮接岸分

枝）では５月もしくは６月に極大があるのに対して，Ａ

－１では７月に極大があり，外洋に比べて１～２ケ月ほ

どバイオマス極大の時期が遅いこと（KasaiefaL

20014)）はこの反映であると考えられる．
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５．おわりに

さまざまな年，季節および研究機関によって採集され

た動物プランクトン試料解析を通して，沿岸親潮域の動

物プランクトン群集の特徴を明らかにしようと試みてき

た．北海道南東海域において沿岸親潮は２月～４月にみ

られ，６月になると沿岸親潮の特徴は失われる．沿岸親

潮の動物プランクトン群集は「植物プランクトンブルー

ム」が「動物プランクトン極大」に移行する時期にみら

れる群集であるといえる．沿岸親潮の動物プランクトン

群集は隣接する親潮接岸分枝よりも小型かいあし類が優

占し，同時期の親潮接岸分枝よりもバイオマスが低いこ

とが特徴である．また，その成長・再生産は低水温と珪

藻類の影響により遅いことが考えられる．今後の課題は

室内飼育実験を通して，水温や餌の質が動物プランクト

ンの成長・再生産にどの程度の影響を与えるかを定量的

に明らかにすることである今回見いだされたさまざま

な現象を正しく解釈するためには，飼育実験による動物

プランクトンの生理・生態学的な情報が不可欠である．

本稿を終えるにあたり，北辰九，北星丸ならびに北光

丸の乗組員と乗船研究員各位に深く感謝いたします．と

りわけ，貴重な採集試料をこころよく提供していただい

た北海道立釧路水産試`験場の小笠原淳六氏と北海道区水

産研究所の渡辺一俊氏に心から感謝いたします（所属は

いずれも当時)．また，本稿を書くきっかけを頂きまし

た北海道大学大学院水産科学研究科の磯田豊博士と岸道

郎博士に感謝いたします．
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沿岸親潮における動物プランクトン群集の特徴

（㈱エコニクス，岩渕雅輝）

答：本研究では使用ネットの目合いがいずれも0.33ｍｍ

とより大型であり，魚類の初期餌量として重要な小型

動物プランクトンが定量採集されていない．現

、在，2002年５月から約一ケ月間隔で釧路沖において目

合い60ｕｍのネット採集を行っているところである．
問：春季ブルーミングの時期に動物プランクトンの餌要

求量を超えた植物プランクトンの現存量が観測されて

いるが，大部分の食べ残しはどのような運命となるの

か．（北大院水産門谷茂）

答：すみやかに沈降し，海底に蓄積するものと恩われ

PlanktonRes.，22,907-922.

質疑応答

問：再生産の水温による遅延の例として大型かいあし類
NboczzlmzLzs属をあげていたが，本属の再生産は深海で

起こるので，沿岸親潮とは直接関係ないのではない

か．また，オホーツク海からの影響はどのように考え
ているのか．（北水研，津田敦）

答：指摘の通り，NeocnhmzLs属の再生産は深海で起こる

ので，その再生産は沿岸親潮とは直接関連していな
い．ただし，その後の成長は表層で行うので，沿岸親

潮か親潮接岸分枝かといった水塊による差は成長速度

にあらわれると思われる．また，オホーツク海の影響

に関しては，今回の研究では評価し得なかった．

問：４月頃は毛顎動物のキタヤムシの卵がかなりの量出

現する時期なので，それら小型の動物プランクトンを

見るための目合いの小さなネットでの調査も入れるこ

る．北海道南西部の噴火湾では漁業者の間で４～５月

頃にかけて底刺網に付着し，しばしば漁業被害をおよ

ぼす通称「ぬた」と呼ばれている粘性を帯びた繊維状

物質が知られており，これは利用されず沈降した春季

植物プランクトンブルーム生成産物と考えられてい

る．

とにより，より組成が明らかになるのではないか．

－３１


